
【取組内容】 ① めあての共有と個別最適な学びを促すための振り返りの価値づけ

春日井市立藤山台中学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

生徒が、個別最適な学びをすすめるため、毎時間「めあて」の設定を行う。自ら
の課題を発見し、単元の目標を達成するために、自分の学ぶ内容を自分で決める。
ただし、自分自身の課題が見つけられない生徒もいるため、「めあて」をクラウド
上で共有し、他者を参照しながら自分のめあてを考えられるようにしている。

また、生徒は自ら設定した「めあて」に沿って学び
を進め、授業の最後に振り返りを書く。生徒が書いた
振り返りに対して、教師がコメント機能を活用して、
価値づけを行う。そうすることで、生徒は自らの成果
と課題を把握しさらに個別最適な学びへと進み、教師
は生徒のつまずきを把握して支援することができる。
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【取組内容】 ② 生徒が主体となり進める情報活用学習

春日井市立藤山台中学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

生徒の情報活用能力を育成するため、「情報委員会」を
創設して、生徒が主体となって取組んでいる。活動内容は、
月に１度程度「情報活用学習」という時間を設定し、最初
はショートカットキーの周知から始まり、授業で活用する
デジタルホワイトボードソフトなどのアプリの活用方法、
ネットモラルやネットリテラシーを考える、生成ＡＩの活
用方法についてなど、多岐にわたる。これらの内容を、委
員会生徒が中心となり、生徒が主体的に動画や資料や通信
の作成を行い、それらを通して、全校生徒へ情報活用能力
の育成を図っている。



【取組内容】 ④ 校務DX（GIGA環境を活用し教員の働き方改革につなげる取組）

春日井市立藤山台中学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

ポータルサイト「藤中便利サイト」を活用した情報の一元管理

本校では、学校ホームページや各クラス・教科
の学習管理システム、天気予報などを一元管理す
るポータルサイトを導入している。今年度はこの
ポータルサイトをさらに充実させ、教職員の業務
効率化を図るために、以下の情報を追加した。
〇事務作業の効率化：「ラーケーションの日」導
入に伴う事務作業を効率化するため、校務支援員
への作業依頼を一覧表で管理
〇情報共有の円滑化：出張や年休による教職員の
給食欠食報告、スクールカウンセラーの予約、毎
日の日課や行事などをリアルタイムに共有
〇セキュリティーの強化：従来、紙媒体で行って
いたスクールカウンセラーの予約を電子化し、個
人情報保護を徹底
これらの情報をポータルサイトに集約すること

で、教職員はいつでもどこでも情報にアクセスで
き、迅速な情報共有が可能になった。加えて、セ
キュリティーの向上がつながっている。

A

B

C

D

E

E

Hさん



【取組内容】 ④ 個人懇談会の日時決定に向けたDXの活用

春日井市立藤山台中学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】
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本年度より、校務DXの一環として、個人懇談会の日時決定までをデジタル化した。
これまでは、保護者に希望日時を回答してもらい、紙媒体に手書きで日時を記入し
て配布していた。今回は、フォームで日時の希望調査をとり、それらをスプレッド
シートで管理し、差し込み印刷を用いて印刷・配付している。


